













CdS に 於ける超音波増巾とnon OhmiCE,Tl特性
山 田 堆
圧電性結晶であるCdSでt表題の ようを現象が注目されているO 何れ も光電
子の電場EによるdriftvelocityⅦ = (〟E)が音速Csを越えた時に起 き








近似の もとに導かれるokP>1 ,kP<1のCaSeに対 して (Pは常温のCdSで
は OPticalphonon との衝突により決まっておる平均自由行程で空 lOr6CⅡ〕
である) Q,= a,1+iQ,21'は夫々 (qIl>W2),keく1:Lでは
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ここでβ,C,｡,dは夫々密度 ,弾性定数 ,誘電率 ,牢電係数,
-･一■→
k.vo -如U/e,0-Rep,i-昌-4JTnef(ekT,宛 -如 e2/m｡｡'=､ト 句ー｢ , 6Qc
1+k2/k2Dは shildingeffectであるQ γ< 0にを ると何れ もu2< 0とを り
aIpPlifyを示すokPく 1の結果は乱 もson等により得 られている結果 であり
後者はPhononが直接電子との衝突 (eriergy･mOmenもu正三を保存する)に よ
る減衰或は増巾率であるOその結果を図示するDkDは PhoもO-elecもronの
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二血 +Ii7f(偶 均 吋 堅 ⊆ 製革 且r q ∂膏
か ら求警ら-れ るo但 し㌔-票,亀-寄,nq-ff(q･p･t,dS戊 は
音波のnOrnalcoordinate.T は oPもicalphononによるrelaxaもion
里通e.f(-q'p.i)iこ対する方程式は､前に分散式の耗論の基礎にをっ たもの
で､ それは亀 に慮っ て 凍 るo n亘の項は電子間クローンのDynamicalぬrもー
r昏e凝 似による項でshie工dingeffectを与 えるO 問薗まQqの決定であっ
て､それは3-phonoエコPrOCeS畠(nuharmonictermか ら来 る)或はtDtindet-
ry conditions手をよって決まるものであるQ ここでの話は全て古典的を話 で
あ るが､量子論に も同桧を議論は行える｡
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